
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
身
に
覚
え
の
な
い
高
額
請
求

が
届
い
た
…

　

カ
ー
ド
会
社
に
確
認
す
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
利
用
料
と
の
こ
と
で
、
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
の
ア
イ
テ

ム
を
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
し
て
い
た
、
と

い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

無
料
を
う
た
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、

ア
イ
テ
ム
類
を
購
入
し
な
い
と
ゲ
ー
ム
の
進
行
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
が
一
部
制
限
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

未
成
年
者
が
決
済
し
た
場
合
、
お
小
遣
い
を
超
え
る

ゲ
ー
ム
代
金
は
、
未
成
年
者
取
消
の
主
張
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
ア
イ
テ
ム
購
入
に
必
要
な
携
帯
電
話
の
暗
証

番
号
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
を
親
が
子
ど
も
に
教
え
て

い
た
り
、
知
ら
れ
て
い
た
り
し
た
場
合
は
、
親
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
暗
証
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番

号
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
は
、
所
有
者
が
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

西
脇
の
伝
統
野
菜
を
紹
介
し
ま
す

〜

〜 60

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター
No.95　子どもによるクレジットカードの不正利用

ほっとコラム 70
市 長　來 住 壽 一

　夏休み・盆休みを利用して、楽しい計画を
お持ちの家庭や久しぶりに帰省される方との
出会いを楽しみにされている方が多いことで
しょう。暑さに負けず、思い出に残る夏にし
てください。今月は、へその西脇織物まつり
や市民盆踊り大会を開催し、花火を打ち上げ
ます。涼みがてらにお越しください。
　今回のコラムでは、岡之山美術館の新たな
出発についてお知らせしましょう。
　今、岡之山美術館では、世界を舞台に活躍
されている写真家の荒木経惟さんの企画展を
開催中です。タイトルは、「花小説」。企画展
オープニングに出席されるため、前日に来西
されるとすぐ企画展をご覧になった荒木さん
は、開口一番「いいね～。いい企画展になっ
た」とおっしゃっていました。荒木さんは、
「アラーキー」の愛称で親しまれており、丸
い縁の黒メガネがトレードマーク。とても気
さくで、ユーモアたっぷりの方です。
　荒木さんは、若いころから「花・女性・都
市」をモチーフにされてきました。今回の企
画展もこのモチーフの一つの集大成だとか。
壁には帯状の花の写真が並び、コーナーには
母子像のモノクロ写真が…。
　企画展を見て、私なりに、タイトルになっ
ている「花小説」の「小説」の意味を感じる
ことができました。ぜひご来館いただき、そ
れぞれにご自分の「小説」を思ってください。
　岡之山美術館は、横尾忠則さんの「ふるさ
と美術館」として昭和59年に開館。以来、
横尾さんの企画展を56回、計29回の公開講
座や公開制作を開催。ご存じのとおり、昨年
11月に県立横尾忠則現代美術館がオープン
し、横尾さんと調整する中で、横尾さんと親
交の深い方々の企画展を開催することになり
ました。もちろん、横尾さんにも関わってい
ただきます。今回も、荒木さんをご指名いた
だき、ポスターも横尾さんのデザインです。
　ふるさとの発展にご尽力いただいた横尾さ
んのご功績をたたえて、初の西脇名誉市民の
称号を贈りました。皆さんと共に、いつまで
も、横尾さんに感謝をこめて、顕彰していき
ましょう。お帰りの時は、お知らせします。

岡之山美術館の新たな一歩
今、この時を輝いて生きる

̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

コラム 70
市 長　來 住 壽 一

岡之山美術館の新たな 歩

☎22-3111
（生活環境課内）
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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
で

　
　
　
　

仕
事
と
私
生
活
の
好
循
環
を
！

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
最
近
、

耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ

の
言
葉
は
、
直
訳
す
る
と
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
」
で
す
が
、
そ
の

目
的
は
、
「
仕
事
」
と
子
育
て
や

親
の
介
護
、
地
域
生
活
等
の
「
仕

事
以
外
の
生
活
」
を
う
ま
く
調
和

さ
せ
、
相
乗
効
果
を
及
ぼ
し
合
う

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
も
、

今
、
こ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
」
は
暮
ら
し
を
支
え
、

生
き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
が
、
同
時
に
家
事
や
育
児
、

近
隣
と
の
付
き
合
い
な
ど
の
「
生

活
」
も
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
す
。
両
方
の
充

実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生
の
生
き

が
い
、
喜
び
は
膨
ら
み
ま
す
。
ま

た
、
生
活
の
中
で
得
た
広
い
視
野

や
知
識
・
ス
キ
ル
・
人
脈
は
、
仕

事
に
お
い
て
も
高
い
付
加
価
値
を

生
み
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
、

安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済

的
に
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

仕
事
に
追
わ
れ
心
身
の
疲
労
か
ら

健
康
を
害
し
か
ね
な
い
、
仕
事
と

子
育
て
や
親
の
介
護
と
の
両
立
に

悩
む
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
で

問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
働
く
人
々
の

将
来
へ
の
不
安
や
豊
か
さ
が
実
感

で
き
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

お
り
、
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少

子
化
・
人
口
減
少
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
で

す
。
実
現
す
る
と
、
人
生
の
各
段

階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選

択
・
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

実
現
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
法
整
備
・
環
境
整
備
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
風
土
改
革

や
意
識
改
革
、
働
き
方
の
見
直
し

な
ど
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
と
も

に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
自
身
の
仕

事
と
生
活
の
調
和
の
あ
り
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　

◆
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
22‐5
9
9
6
）

　

7
月
8
日
、
姉
妹
都
市
ア
メ
リ

カ
・
レ
ン
ト
ン
市
に
派
遣
さ
れ
る

中
学
生
親
善
使
節
団
の
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
西
脇
市
と
レ
ン

ト
ン
市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
か
ら
今
年
で
44
年
目
。
中
学
生

の
派
遣
は
昭
和
62
年
か
ら
続
い
て

お
り
今
回
で
27
回
目
で
す
。

　

今
年
は
8
月
16
日
か
ら
11
日
間
、

13
名
の
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
異
文
化
を
体
験
。
結

団
式
で
中
学
生
ら
は
、「
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
文
化
の
違
い
を
学
び

た
い
」「
将
来
に
つ
な
が
る
何
か

を
発
見
し
て
帰
っ
て
来
た
い
」
と

目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
門
の
サ
ト
イ
モ

 

昨
秋
に
旬
菜
館
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
起
源
は
不
明
で
す
が
、
大

門
の
方
は
お
い
し
さ
に
惹
か
れ
、

他
品
種
の
種
芋
を
買
わ
ず
、
収
穫

物
の
一
部
を
種
芋
と
し
て
冬
場
に

保
存
し
、
作
り
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
蔵
盆
の
早
い
時
期
か
ら
食

べ
ら
れ
、
子
芋
も
孫
芋
も
よ
く
つ

き
、
親
芋
も
食
べ
ら
れ
る
実
用
的

な
品
種
で
す
。
き
め
が
細
か
く
白

い
の
が
特
長
で
、
上
品
な
味
で
す
。

高
嶋
の
タ
ケ
ノ
コ

　

今
春
、
旬
菜
館
で
お
客
さ
ん
の

間
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
明
治

中
頃
、
山
本
宇
之
助
さ
ん
が
亀
岡

か
ら
竹
を
5
本
買
い
、
荷
車
を
引

い
て
持
ち
帰
っ
た
の
が
栽
培
の
始

ま
り
だ
と
か
。
冬
の
竹
林
づ
く
り

が
最
も
大
切
で
、
竹
の
根
が
詰
ま

ら
な
い
よ
う
、
草
や
落
ち
葉
な
ど

の
有
機
物
と
と
も
に
土
を
移
動
さ

せ
ま
す
。
竹
の
間
も
、
日
当
た
り

や
作
業
性
を
考
え
広
く
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
嶋
の
タ
ケ
ノ
コ
は

日
に
当
た
る
前
に
収
穫
さ
れ
、
ア

ク
が
少
な
く
、
白
く
太
く
美
し
い

こ
と
が
自
慢
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

地
域
で
作
り
続
け
ら
れ
て
き
た

伝
統
野
菜
が
、
近
年
、
個
性
あ
る

食
材
、
文
化
、
食
育
な
ど
の
面
か

ら
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
伝
統
野
菜
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
農
林
振
興
課
（
市
役
所

内
線
3
2
3
）
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▲お父さんと一緒に料理教室

今年度派遣される13人の中学生今年度派遣される13人の中学生

講師の荻野由信さん講師の荻野由信さん

今年度派遣される13人の中学生

講師の荻野由信さん

　西脇市出身の著名な方を講師に迎え、自身の経験や
体験を後輩たちに伝える「帰郷～ふるさとDE語る～」。
今回は駅伝の名門、立命館宇治高校陸上競技部専任監
督の荻野由信さんが母校の西脇工業高校で講演。荻野
さんは、昨年の全国高校駅伝女子優勝監督で、日本陸
上界を代表する選手を多く育てられています。
　「伸びるためには、目的・目標を持つ、人の話を素
直に聞ける、何事にも前向き、感謝の気持ちを持つ、
率先して動けることが大切」
と指導者としての経験を踏ま
えて話されました。また、
「ランナーが後ろを振り返る
のは弱気になったとき。しっ
かり前を見て自分の目標に向
かってチャレンジして欲しい」
と後輩たちにメッセージを送
られました。

異
文
化
を
学
び
国
際
色
豊
か
な
人
間
に

荻野由信さんが母校の西脇工で講演


